
　

北
方
と
南
方
の
気
候
遷
移
地
域
を
流

れ
る
中
国
七
大
河
川
の
ひ
と
つ
が
、
河

南
省
、
安
徴
省
、
江
蘇
省
、
山
東
省
四

省
を
ま
た
ぐ
華
中
平
原
を
横
切
る
淮わ
い

河が

で
あ
る
。
淮
河
流
域
は
古
く
か
ら
干
ば

つ
と
洪
水
に
よ
る
災
害
多
発
地
域
で

あ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
工
業

化
、
都
市
化
、
農
業
の
近
代
化
等
に
と

も
な
っ
て
水
汚
染
事
故
が
多
発
す
る
水

の
三
重
苦
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
九
九
〇
年
代
に
国
が
水
汚
染
対

策
の
最
重
点
流
域
と
し
て
様
々
な
対
策

に
乗
り
出
し
た
も
の
の
、
二
〇
〇
〇
年

代
に
入
っ
て
も
大
規
模
な
流
域
水
汚
染

事
故
が
発
生
し
、
党
・
政
府
の
統
制
下

に
あ
る
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
政
府
の
対
策

の
実
効
性
に
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た

（
参
考
文
献
①
）。
と
り
わ
け
二
〇
〇
四

年
八
月
に
報
道
さ
れ
た
癌
が
多
発
す
る

村
落
、
い
わ
ゆ
る
「
癌
の
村
」
の
実
態

は
国
内
外
に
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
の
よ

う
な
村
々
が
流
域
の
あ
る
一
定
範
囲
内

に
連
な
る
状
況
は
「
生
態
災
難
」
と
も

呼
ば
れ
た
（
参
考
文
献
②
）。

　

筆
者
は
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
案
内
で
二
〇

〇
四
年
八
月
、
二
〇
〇
五
年
七
月
お
よ

び
同
年
一
一
月
の
三
回
に
わ
た
っ
て
河

南
省
の
水
汚
染
被
害
地
域
を
訪
問
す
る

機
会
を
得
た
。
し
か
し
な
が
ら
二
〇
〇

五
年
一
一
月
に
九
名
の
チ
ー
ム
で
訪
問

し
た
の
を
最
後
に
、
現
地
情
勢
が
厳
し

く
な
っ
た
こ
と
で
そ
の
後
訪
問
は
と
だ

え
た
（
参
考
文
献
③
）。
そ
れ
か
ら
七

年
を
経
て
二
〇
一
二
年
八
月
お
よ
び
二

〇
一
三
年
三
月
に
再
び
現
地
を
訪
れ
る

機
会
を
得
た
。
本
小
論
で
は
こ
れ
ま
で

の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
、
淮
河
流
域

の
水
汚
染
被
害
地
域
を
め
ぐ
る
近
年
の

動
向
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
．
淮
河
流
域
「
癌
の
村
」

　

中
国
に
お
い
て
水
汚
染
が
深
刻
化
す

る
中
、
そ
れ
に
と
も
な
う
健
康
被
害
が

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一

九
九
三
年
に
中
国
中
央
テ
レ
ビ
局
（
Ｃ

Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
が
行
っ
た
淮
河
の
二
つ
の
支

流
、
河
南
省
の
黒
河
と
洪
河
の
流
域
村

落
に
関
す
る
報
道
が
端
緒
で
あ
っ
た
。

そ
の
報
道
は
、「
上
に
政
策
あ
れ
ば
下

に
対
策
あ
り
」
と
い
う
地
方
レ
ベ
ル
の

環
境
政
策
の
実
施
状
況
の
改
善
に
向
け

て
、
中
央
の
関
係
機
関
が
同
年
か
ら
開

始
し
た
環
境
保
護
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
中

華
環
境
保
護
世
紀
行
」
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
報
道
で

は
、
上
流
の
工
業
都
市
、
漯
河
市
で
一

九
七
〇
年
代
か
ら
操
業
を
行
っ
て
い
る

麦
藁
パ
ル
プ
の
製
紙
工
場
か
ら
廃
水
が

垂
れ
流
さ
れ
て
お
り
、
河
川
流
水
が
黒

濁
し
て
異
臭
を
放
ち
、
魚
類
が
死
に
絶

え
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
流
域
住
民
の
間

で
癌
に
よ
る
死
亡
や
奇
形
児
が
多
い
こ

と
、
流
域
住
民
ら
は
地
方
や
中
央
の
政

府
機
関
に
対
し
て
問
題
解
決
を
訴
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
効
性
の
あ

る
対
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
参
考
文
献
④
）。

　

健
康
被
害
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
河

南
医
科
大
学
の
劉
華
蓮
教
授
ら
が
一
九

九
三
年
に
黒
河
流
域
で
行
っ
た
疫
学
調

査
が
基
に
な
っ
て
い
る
。
劉
教
授
ら
は

黒
河
流
域
沿
岸
の
上
蔡
県
一
八
村
（
自

然
村
）
及
び
黒
河
か
ら
一
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
離
れ
た
和
店
郷
の
一
部
自
然

村
あ
わ
せ
て
三
万
人
余
り
に
対
し
て
過

去
三
年
間
の
死
因
調
査
、
過
去
五
年
間

の
四
九
歳
以
下
の
既
婚
女
性
お
よ
び
汚

染
地
域
と
そ
の
対
照
地
域
か
ら
抽
出
し

た
計
一
二
〇
〇
人
余
り
の
住
民
に
対
す

る
健
康
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

汚
染
地
域
に
お
け
る
全
体
の
死
亡
率
、

癌
に
よ
る
死
亡
率
、
胎
児
の
奇
形
率
、

肝
腫
瘍
の
発
病
率
い
ず
れ
も
が
対
照
地

域
よ
り
も
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
住
民

の
健
康
被
害
が
黒
河
の
汚
染
に
よ
る
影

響
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

（
参
考
文
献
⑤
）。

　

こ
の
報
道
は
党
・
政
府
指
導
層
か
ら

重
視
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
発
生

し
た
大
規
模
な
水
汚
染
事
故
を
経
て
、

小
規
模
麦
藁
パ
ル
プ
工
場
の
強
制
閉
鎖

を
含
む
工
業
汚
染
源
の
取
り
締
ま
り
や

流
域
単
位
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
素
要

求
量
）
総
量
抑
制
計
画
等
が
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
同
流
域

の
水
汚
染
の
実
態
や
対
策
の
進
捗
状
況

等
に
つ
い
て
断
続
的
に
報
道
が
な
さ
れ

大
塚
健
司

生
態
災
難
か
ら
の
脱
却
に
向
け
て

― 
中
国
淮
河
流
域「
癌
の
村
」か
ら
の
報
告 

―

特 

集 

生
態
危
機
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

― 

フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

―
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た
。
し
か
し
な
が
ら
二
〇
〇
四
年
に
大

規
模
な
水
汚
染
事
故
が
再
び
発
生
し
、

政
府
に
よ
る
対
策
の
実
効
性
に
疑
問
が

投
げ
か
け
ら
れ
た
。

　

同
流
域
村
落
に
お
け
る
健
康
被
害
の

実
態
が
再
び
注
目
を
集
め
た
の
は
Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ
が
同
年
八
月
九
日
に
放
映
し
た

「
新
聞
調
査
：
河
流
与
村
庄
」
に
お
け

る
「
癌
の
村
」
に
関
す
る
調
査
報
道
で

あ
っ
た
。
報
道
に
よ
る
と
、
淮
河
最
大

の
支
流
、
沙
穎
河
流
域
に
位
置
す
る
人

口
二
〇
〇
〇
人
余
り
の
河
南
省
周
口
市

沈
丘
県
黄
孟
栄
村
に
て
、
十
数
年
来
癌

に
よ
る
死
者
が
続
出
し
て
お
り
、
一
九

九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
間
に

死
亡
し
た
二
〇
四
人
の
う
ち
、
癌
に
よ

る
の
は
一
〇
五
人
と
半
数
以
上
あ
っ

た
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
に
は
七
月
時

点
で
既
に
一
七
人
の
癌
の
発
病
が
明
ら

か
に
な
り
、
八
人
が
死
亡
し
た
。
さ
ら

に
、
癌
だ
け
で
は
な
く
、
重
度
の
視
聴

覚
障
害
や
手
足
の
障
害
者
も
多
か
っ
た
。

　

同
村
は
水
路
に
囲
ま
れ
た
村
で
あ

り
、
と
り
わ
け
癌
に
よ
る
死
亡
は
水
路

沿
い
の
住
民
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う

特
徴
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
村
民
は
一
〇

メ
ー
ト
ル
程
の
井
戸
水
を
汲
み
上
げ
て

飲
用
し
て
お
り
、
そ
の
井
戸
水
は
沙
穎

河
か
ら
引
い
た
溜
池
等
か
ら
浸
透
し
て

汚
染
さ
れ
、
汲
み
上
げ
た
水
は
濁
り
や

異
臭
を
帯
び
て
い
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
の
調

査
チ
ー
ム
が
地
方
政
府
機
関
に
委
託
し

た
水
質
検
査
に
よ
る
と
、
消
化
器
系
癌

を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
る
硝
酸
塩
の
濃

度
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
等
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
こ
の
報
道
を
受
け
て
市
・

県
政
府
は
同
村
に
深
井
戸
を
掘
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
沙
穎
河
上
流
の
頂
城
市
（
県

級
市
）
に
は
皮
革
や
化
学
調
味
料
な
ど

の
工
場
が
立
地
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

の
廃
水
の
垂
れ
流
し
が
報
道
で
暴
露
さ

れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
蓮
花
味
精
集
団

は
、
複
数
の
隠
し
排
水
口
を
通
し
て
沙

穎
河
に
廃
水
を
垂
れ
流
し
て
お
り
、
Ｃ

Ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
お
よ
び

ア
ン
モ
ニ
ア
窒
素
濃
度
の
基
準
超
過
廃

水
の
最
大
の
汚
染
源
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
二
〇
〇
三
年
に
実
施
さ
れ
た
国
家

環
境
保
護
総
局
（
当
時
）
と
地
方
環
境

保
護
局
の
合
同
査
察
に
よ
っ
て
発
覚

し
、
行
政
処
罰
を
受
け
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
二
〇
〇
四
〜
〇
五
年

の
間
に
現
地
を
訪
問
し
た
際
に
は
、
深

井
戸
を
水
源
と
す
る
簡
易
水
道
が
一
ヶ

月
ほ
ど
配
電
盤
の
故
障
で
断
水
し
て
い

た
り
、
国
か
ら
取
り
締
ま
り
を
受
け
た

は
ず
の
工
場
か
ら
農
業
用
水
路
の
下
に

隠
さ
れ
た
排
水
口
を
通
し
て
生
暖
か
く

黄
濁
し
た
廃
水
が
垂
れ
流
さ
れ
、
同
工

場
の
隣
地
に
は
大
量
の
汚
泥
が
野
ざ
ら

し
の
ま
ま
広
が
っ
て
い
た
り
等
、
つ
い

こ
の
間
と
ら
れ
た
は
ず
の
対
策
が
無
効

と
な
っ
て
い
る
状
況
が
み
ら
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
二
〇
〇
七
年
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
る
と
い
う
。
同
年
に
は
国
家
環

境
保
護
総
局
（
当
時
）
が
環
境
行
政
部

門
の
事
前
影
響
評
価
を
経
ず
違
法
に
工

業
開
発
を
行
っ
て
い
る
地
域
に
対
す
る

開
発
許
可
制
限
措
置
を
発
動
し
、
淮
河

流
域
も
そ
の
対
象
と
な
っ
た
。

二
．
国
に
よ
る
疫
学
調
査
の
実
施

　

二
〇
〇
四
年
以
降
、
淮
河
流
域
の
み

な
ら
ず
全
国
各
地
で
の
「
癌
の
村
」
の

存
在
が
報
道
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る

中
、
温
家
宝
総
理
（
当
時
）
は
衛
生
部

等
に
対
し
て
淮
河
流
域
に
お
け
る
水
汚

染
と
癌
多
発
と
の
関
係
に
関
す
る
調
査

を
指
示
し
、
同
部
疾
病
予
防
管
理
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
疫
学
調
査
を
開

始
し
た
。
二
〇
〇
五
年
に
ま
ず
上
・

中
・
下
流
か
ら
各
一
県
が
選
ば
れ
、
三

県
計
二
六
八
万
人
が
対
象
と
な
っ
た
。

そ
の
う
ち
上
・
中
流
の
対
象
と
し
て
選

ば
れ
た
の
が
「
癌
の
村
」
の
報
道
が
な

さ
れ
た
河
南
省
周
口
市
沈
丘
県
と
安
徽

省
宿
州
市
埇
橋
県
で
あ
っ
た
。
過
去
三

〇
年
間
の
人
口
統
計
と
各
戸
訪
問
調
査

を
踏
ま
え
て
、
以
前
は
癌
の
低
発
生
地

域
で
あ
っ
た
同
二
県
が
現
在
は
高
発
生

地
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
癌
の
発
症

率
に
つ
い
て
は
河
川
沿
岸
地
域
住
民
が

対
照
地
域
住
民
に
比
べ
て
高
い
こ
と
を

突
き
止
め
た
。
当
時
同
セ
ン
タ
ー
副
主

任
と
し
て
調
査
を
率
い
た
楊
功
煥
教
授

（
現
、
北
京
協
和
医
学
院
）
に
よ
る

と
、
環
境
汚
染
と
健
康
被
害
に
関
す
る

国
の
系
統
的
な
疫
学
調
査
は
こ
れ
が
初

め
て
で
あ
っ
た
が
、
現
地
調
査
に
あ

た
っ
て
は
村
民
の
健
康
実
態
に
関
す
る

追
跡
調
査
を
行
っ
て
き
た
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ

代
表
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
た
と
い

う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
調
査
結
果
は

当
初
非
公
開
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
報
告
を
受
け
て
、
衛
生
部
と
国

家
環
境
保
護
総
局
は
同
流
域
に
お
け
る

癌
予
防
対
策
方
案
を
策
定
し
た
。
疾
病

予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
は
対
策
方
案
に
基

づ
き
対
象
を
流
域
一
四
県
に
広
げ
、
水

汚
染
と
癌
多
発
と
の
関
係
に
関
す
る
よ

り
詳
細
な
疫
学
調
査
を
実
施
し
、
二
〇

〇
九
年
に
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
た
。

ま
た
、
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
期
（
二

〇
〇
六
〜
一
〇
年
）
の
科
学
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
淮
河
流
域
に
お
け
る

過
去
三
〇
年
間
に
お
け
る
代
表
的
な
水

環
境
質
指
標
（
ア
ン
モ
ニ
ア
窒
素
、
Ｂ

Ｏ
Ｄ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
と
消
化
器
系
癌
死
亡

率
の
変
化
に
つ
い
て
の
相
関
関
係
の
分

析
を
行
い
、
そ
の
成
果
が
二
〇
一
三
年

に
電
子
版
地
図
集
と
し
て
公
開
出
版
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
楊
教
授
ら
の
一

生態災難からの脱却に向けて ― 中国淮河流域「癌の村」からの報告 ―
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連
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
三
〇
年
間

に
沙
穎
河
流
域
を
は
じ
め
長
期
に
わ

た
っ
て
激
甚
な
水
汚
染
状
態
に
置
か
れ

た
複
数
の
地
域
に
お
い
て
、
消
化
器
系

癌
（
特
に
肝
臓
癌
と
胃
癌
）
が
も
と
も

と
少
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
多
発
地
域
に

転
じ
、
そ
の
死
亡
率
も
全
国
平
均
の

ペ
ー
ス
よ
り
急
上
昇
し
た
こ
と
が
改
め

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
七
年
一
一
月
に
は
環
境
と
健

康
に
関
す
る
初
の
政
府
行
動
計
画
が
策

定
、
二
〇
一
一
年
八
月
に
は
環
境
保
護

部
に
よ
る
第
一
二
次
五
カ
年
計
画
（
二

〇
一
一
〜
一
五
年
）
と
し
て
環
境
と
健

康
に
関
す
る
長
期
計
画
が
策
定
さ
れ
、

全
国
の
環
境
汚
染
に
と
も
な
う
健
康
被

害
に
関
す
る
実
態
調
査
が
最
重
点
課
題

と
さ
れ
た
（
参
考
文
献
⑥
）。
淮
河
流

域
に
お
け
る
水
汚
染
の
深
刻
化
に
と
も

な
う
健
康
被
害
の
実
態
調
査
は
こ
れ
ら

の
計
画
よ
り
先
ん
じ
て
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
報
道
に
よ
っ
て
明
る
み
に

な
っ
て
か
ら
二
〇
年
を
経
て
よ
う
や
く

国
に
よ
る
疫
学
調
査
の
結
果
の
一
部
が

明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
段
階
で
あ

る
。
疫
学
的
因
果
関
係
の
実
証
に
は
さ

ら
に
生
物
学
的
・
病
理
学
的
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
が
求
め
ら
れ
る
。
河
南
医
科

大
学
の
劉
教
授
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
既
に

一
九
九
九
年
に
、
癌
多
発
地
域
で
あ
る

黒
河
流
域
上
蔡
県
に
て
河
川
水
と
飲
用

水
源
と
な
っ
て
い
る
井
戸
水
に
含
ま
れ

て
い
る
有
機
物
質
が
同
様
に
発
癌
性
と

毒
性
が
あ
る
こ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

（
参
考
文
献
⑦
）。
楊
教
授
に
よ
れ
ば
疾

病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
の
グ
ル
ー
プ
に

よ
っ
て
も
一
定
の
研
究
が
進
ん
で
い
る

と
さ
れ
る
。
研
究
成
果
の
早
期
公
表
が

望
ま
れ
る
。

　

さ
ら
に
、「
癌
の
村
」
で
は
消
化
器

系
癌
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
的
な
下

痢
、
肺
等
消
化
器
系
以
外
の
部
位
の

癌
、
さ
ら
に
は
奇
形
や
先
天
性
脳
疾
患

な
ど
様
々
な
疾
病
が
複
合
的
に
見
ら
れ

る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
（
参
考

文
献
⑧
）。
二
〇
〇
五
年
に
淮
河
流
域

に
て
共
同
調
査
を
行
っ
た
水
俣
病
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
原
田
正
純
医
師
は

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
「
淮
河

病
」
と
呼
ん
だ
。
長
期
か
つ
広
範
囲
に

わ
た
っ
て
重
金
属
を
含
む
複
合
的
な
汚

染
物
質
に
よ
る
暴
露
と
蓄
積
に
さ
ら
さ

れ
た
流
域
に
お
い
て
、
生
態
系
と
人
間

社
会
の
変
化
の
相
互
作
用
の
中
で
広
範

な
視
角
か
ら
健
康
被
害
の
実
態
と
要
因

を
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
疫
学
調
査
お
よ

び
関
連
す
る
調
査
研
究
が
健
康
被
害
を

解
決
す
る
た
め
の
対
策
や
制
度
構
築
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
と
同
時
に
、
研

究
成
果
を
待
た
ず
と
も
早
急
に
必
要
な

対
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
現
状
で
は
健
康
被
害
へ
の
対
応
の

一
環
と
し
て
水
利
部
を
中
心
と
し
た
飲

用
水
源
改
善
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
も

の
の
、
医
療
救
済
制
度
は
依
然
と
し
て

不
備
な
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
健
康
回
復

と
環
境
再
生
に
向
け
た
責
任
分
担
と
費

用
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
汚
染
処
理
だ

け
で
は
な
く
、
工
業
、
都
市
、
農
村
か

ら
の
汚
染
負
荷
の
増
加
が
生
態
環
境
を

通
し
て
長
期
か
つ
広
範
囲
に
も
た
ら
し

た
生
命
、
健
康
、
生
活
お
よ
び
農
業
生

産
上
の
莫
大
な
損
害
を
誰
が
ど
の
よ
う

に
償
う
べ
き
な
の
か
。
今
後
さ
ら
な
る

「
発
展
」
が
必
要
と
さ
れ
る
国
家
貧
困

対
策
重
点
県
を
抱
え
る
淮
河
上
中
流
域

に
お
い
て
大
変
重
い
課
題
で
あ
る
。

三
．�

生
態
災
難
か
ら
の
脱
却
に
向

け
た
試
行
錯
誤

　

水
利
部
等
が
全
国
農
村
を
対
象
に

行
っ
た
飲
用
水
安
全
状
況
調
査
に
よ
る

と
、
二
〇
〇
四
年
末
時
点
で
三
億
二
〇

〇
〇
万
人
以
上
の
人
々
が
安
全
な
飲
用

水
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
調
査
を
踏

ま
え
て
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
期
間
に

飲
用
水
問
題
を
抱
え
る
農
村
人
口
を
半

減
さ
せ
る
計
画
を
打
ち
立
て
、
計
画
期

末
に
は
目
標
を
越
え
る
二
億
一
〇
〇
〇

万
人
の
飲
用
水
問
題
を
解
決
し
た
と
さ

れ
る
。
第
一
二
次
五
カ
年
計
画
期
の
現

在
も
引
き
続
き
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

河
南
省
淮
河
流
域
の
「
癌
の
村
」
に

お
い
て
も
、
報
道
を
受
け
て
村
民
に
安

全
な
飲
用
水
を
提
供
す
べ
く
飲
用
水
源

改
善
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
二
〇

一
三
年
三
月
時
点
で
も
当
該
事
業
が
行

わ
れ
て
い
な
い
村
落
が
少
な
く
な
い
だ

け
な
く
、
事
業
が
行
わ
れ
た
現
地
に
お

い
て
も
給
水
時
間
制
限
（
朝
、
昼
、
晩

の
各
一
時
間
程
度
の
給
水
）
が
あ
る
こ

と
や
水
質
が
良
く
な
い
こ
と
に
対
す
る

住
民
の
不
満
の
声
が
聞
か
れ
た
。
さ
ら

に
は
同
流
域
に
お
け
る
事
業
で
は
汚
染

さ
れ
た
浅
い
層
の
地
下
水
を
避
け
て
、

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
深
層
地
下

水
を
水
源
と
し
て
い
る
が
、
同
地
域
で

は
深
層
に
フ
ッ
素
が
多
く
含
ま
れ
る
地

層
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ッ
素
中
毒
の

危
険
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
一
年
に
癌
多
発
村
を
多
数
抱

え
る
沈
丘
県
に
て
フ
リ
ー
フ
ォ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
霍
岱
珊
氏
が
設
立

し
た
淮
河
流
域
の
水
汚
染
問
題
の
解
決

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
淮
河
衛
士
」（
団

体
登
記
名
称
：
淮
河
水
系
生
態
環
境
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
）
も
ま
た
、
海
外
援

助
資
金
や
国
内
有
志
の
支
援
を
得
て
、

全
国
各
地
で
汚
染
被
害
の
実
態
を
訴
え

る
写
真
展
の
開
催
や
癌
等
の
重
病
患
者

に
対
す
る
医
療
費
補
助
等
に
加
え
て
、
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同
県
農
村
地
域
の
飲
用
水
改
善
に
力
を

入
れ
て
き
た
（
参
考
文
献
②
）。
二
〇
〇

四
年
か
ら
は
各
家
庭
へ
の
濾
過
装
置
の

配
布
を
行
い
な
が
ら
、
汚
染
水
源
の
浄

化
方
法
の
試
験
開
発
を
行
い
、
二
〇
〇

八
年
に
は
「
癌
の
村
」
の
ひ
と
つ
に
て

国
の
生
活
飲
用
水
衛
生
基
準
を
満
た
す

「
生
物
浄
化
装
置
」
の
導
入
に
成
功
し
た
。

　
「
生
物
浄
化
法
」
は
、
日
本
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
地
域
水
道
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事

長
の
中
本
信
忠
信
州
大
学
名
誉
教
授
ら

が
推
進
す
る
微
生
物
に
よ
る
自
然
浄
化

機
能
を
重
視
し
た
緩
速
濾
過
法
で
あ
る

（
参
考
文
献
⑨
）。
こ
れ
は
一
九
世
紀
に

下
水
が
流
入
し
て
ド
ブ
川
と
な
っ
た
イ

ギ
リ
ス
の
テ
ム
ズ
川
か
ら
の
給
水
を
可

能
に
し
た
技
術
で
あ
り
、
日
本
に
お
い

て
も
一
部
浄
水
場
、
小
規
模
な
集
落
水

道
、
途
上
国
へ
の
技
術
援
助
等
に
お
い

て
既
に
実
績
の
あ
る
技
術
で
あ
る
。
二

〇
〇
四
年
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
の
報
道
を
み
て

淮
河
衛
士
を
訪
ね
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら

こ
の
技
術
を
示
唆
さ
れ
た
と
い
う
。
そ

の
後
、
多
様
な
水
源
に
対
し
て
毎
回
試

行
錯
誤
を
行
い
な
が
ら
安
価
で
小
規
模

な
浄
化
装
置
を
二
六
基
建
設
し
て
い

る
。
今
後
、
一
〇
〇
村
に
及
ぶ
「
癌
の

村
」
全
て
に
建
設
を
行
い
た
い
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
施
設
の
自
主
管
理
を
実

現
す
べ
く
住
民
の
組
織
化
も
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

淮
河
衛
士
が
試
み
て
い
る
も
う
ひ
と

つ
の
重
要
な
取
り
組
み
が
企
業
の
廃
水

処
理
を
め
ぐ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
対
話

の
促
進
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
以
降
、

廃
水
処
理
を
本
格
化
さ
せ
た
企
業
の
い

く
つ
か
が
、
そ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
敵
対

し
て
い
た
淮
河
衛
士
と
協
働
し
て
廃
水

基
準
の
達
成
目
標
値
を
明
記
し
た
プ

レ
ー
ト
を
門
前
に
掲
げ
、
住
民
の
視
察

を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

疫
学
調
査
で
は
国
（
疾
病
予
防
管
理

セ
ン
タ
ー
）
と
被
害
住
民
に
寄
り
添
う

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
が
成
立
し
、
ま
た
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
企
業
と
の
対
話
も
始
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
環
境
問
題
解
決

の
た
め
の
対
話
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
江

蘇
省
で
先
行
し
て
い
る
政
府
、
企
業
、

住
民
の
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
円
卓
会

議
の
試
み
に
比
べ
て
（
参
考
文
献

⑩
）、
淮
河
衛
士
自
ら
「
三
家
二
」
と

認
識
す
る
よ
う
に
、
三
つ
の
重
要
な
ア

ク
タ
ー
の
う
ち
地
方
政
府
の
参
加
が
得

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
生

態
災
難
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
「
対
話

と
協
働
」
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題

が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

（
お
お
つ
か　

け
ん
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

環
境
・
資
源
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
参
考
文
献
》

①�

大
塚
健
司
［
二
〇
〇
五
］「
再
評
価
を

迫
ら
れ
る
中
国
淮
河
流
域
の
水
汚
染
対

策
」『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ン
ド
』

第
一
一
二
号　

三
六
〜
三
九
ペ
ー
ジ
。

②�

霍
岱
珊
［
二
〇
〇
五
］「
淮
河
『
生
態

災
難
』
の
村
々
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
」

『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ン
ド
』
第
一

二
二
号
一
一
月　

四
〇
〜
四
三
ペ
ー
ジ
。

③�

大
塚
健
司
・
寺
西
俊
一
・
原
田
正
純
・

山
下
俊
英
・
礒
野
弥
生
［
二
〇
〇
六
］

「
座
談
会　

中
国
の
公
害
被
害
解
決
を

め
ぐ
る
状
況
と
日
本
の
協
力
」『
環
境

と
公
害
』
第
三
六
巻
第
一
号　

三
六
〜

四
四
ペ
ー
ジ
。

④�

大
塚
健
司
［
二
〇
〇
二
］「
中
国
の
環

境
政
策
実
施
過
程
に
お
け
る
監
督
検
査

体
制
の
形
成
と
そ
の
展
開
―
政
府
、
人

民
代
表
大
会
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
協
調
」

『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
四
三
巻
第
一
〇
号　

二
六
〜
五
七
ペ
ー
ジ
。

⑤�

劉
華
蓮
他
六
名
［
一
九
九
五
］「
黒
河

汚
染
及
其
対
人
群
健
康
効
応
影
響
的
研

究
」『
河
南
医
学
研
究
』
第
四
巻
第
二

号　

一
三
三
〜
一
三
五
ペ
ー
ジ
。

⑥�

大
塚
健
司
［
二
〇
一
三
］「
中
国
に
お

け
る
環
境
汚
染
と
健
康
被
害
に
関
す
る

政
策
課
題
―
淮
河
流
域
の
現
状
を
踏
ま

え
て
」『
環
境
経
済
・
政
策
研
究
』
第

六
巻
第
一
号　

一
〇
一
〜
一
〇
五
ペ
ー

ジ
。

⑦�

王
暁
他
六
名
「
黒
河
上
蔡
段
河
水
及
飲

用
水
的
致
突
変
正
性
」『
河
南
医
科
大

学
学
報
』
第
四
期　

三
六
〜
三
八
ペ
ー

ジ
。

⑧�

張
玉
林
［
二
〇
〇
六
］「
中
国
農
村
の

社
会
変
動
と
環
境
被
害
」『
環
境
と
公

害
』
第
三
六
巻
第
一
号　

九
〜
一
七

ペ
ー
ジ
。

⑨�

中
本
信
忠
［
二
〇
〇
五
］『
お
い
し
い

水
の
つ
く
り
方
―
生
物
浄
化
法
』
築
地

書
館
。

⑩�

大
塚
健
司
編
［
二
〇
一
二
］『
中
国
太

湖
流
域
の
水
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
―
対
話

と
協
働
に
よ
る
再
生
に
向
け
て
』
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
。

蓮花味精股份有限公司に淮河衛士が掲げた『環境情
報公示プレート』（2012 年 8 月筆者撮影）

2009 年に淮河衛士が設置した生物浄化装置と管理小
組長の村民。水深約 30mの井戸水を電動ポンプで汲
み上げて粗濾過と生物浄化を行い 1日 7 〜 9t の給水
が可能。屋外に設置されており、何時でも誰でもアク
セスできる（2012 年 8 月筆者撮影）

生態災難からの脱却に向けて ― 中国淮河流域「癌の村」からの報告 ―
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